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なぜ深圳は日本より成長したのか？
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　「深圳の本を書いたら売れますよ？」と友人から関西人らしい明確なアドバイスをもらった。広東省深圳市は香港

の対岸に位置して、マカオ対岸の珠海とともに、1979年、経済特区のひとつとして選ばれた。特区は輸出専用工場

を誘致、外貨や技術の獲得を目指した。現在、深圳と香港間には高速鉄道、さらに香港はマカオ、珠海間を結ぶ高

速道路が近く完成するなど経済的な一体化を進めようとしている。

　深圳市は大阪府並みの広さの行政区域に、大阪府人口より300万人ほど多い1200万人が住む。かつては全国

から農民工が集まり、パソコンや携帯電話などの組み立てを支えた。最近では、技術者、投資家、サービス産業従事

者が目立つ。人口のうち8割近くが現役労働者である。一人あたりGDPは2016年、2万5000ドルで、北京市や上海

市を超えており、すでに先進国のレベルにある。2014年度一人あたり県民所得と比べると、深圳はすでに北海道、

九州、奈良県などの水準を超え、大阪府との逆転も近いだろう（図）。改革・開放を推進した鄧小平の巨大写真が今

も深圳の街頭に飾られる。鄧の成果をたたえた流行歌「春天的故事」もあるほどだ。深圳には、特許の国際出願件

数で世界一の通信機器大手の華為技術（ファーウェイ）やネットサービス大手の騰訊控股（テンセント）、電気自動車

メーカーのBYD、ドローン最大手のDJIなどが本社をおき、清華大学、北京大学など有力大学が研究所を設けてい

る。深圳証券取引所にはベンチャー市場（創業板）があり、巨大国営企業の上場を担った上海証券取引所の役割

と対照的である。

　

イノベーションの源泉－深圳市内の企業数は東京の2倍超

　深圳市内の企業数は2016年ですでに150万社を超えている。何と過去10年間で6倍に増加している。その大半

は、外資系や国有企業ではなく民間企業である。2016年経済センサスによると、日本の事業所数は578万社であ

る。深圳は東京都（73万）、大阪府（45万）の合計を上回る。開業や廃業の統計がないが、し烈な競争で企業の新

陳代謝が激しいことが想像できる。開業・廃業はイノベーションの源泉である。GDPに占める第二次産業の割合は長

年50％前後で推移したが、2016年には37.3％とまで低下している。上海市（26.8％）、北京市（15.7％）よりは高いも

のの、第二次産業から第三次産業への移行という点で、ペティクラークの法則は深圳でも当てはまる。2008年のリー

マンショック以降、人件費の低さを生かし

た製造 業、輸出を中心とした産業構造か

ら、研究開発型の企業や、旺盛な資金需

要を支える金融業の割合を高めている。

労働者からエンジニアや研究者の街に変

貌した。

　最後に、かつて深圳市で宿泊した外国

人客1位は日本だった。だが、2007年の3

万9000人をピークに減少し、2015年、米

国と逆転する。シンガポールも増加し、日本

との差を縮めている。

　さて、日本語で深圳の本を書いて売れ

るのだろうか？

（ 注 ）自治区は自と略した。九州は2014年度。増減率は自国通貨ベース。

（出所） 国家統計局『中国統計年鑑』『深圳統計年鑑』、IMF,World Economic Outlook Database, 
October 2017、内閣府「県民経済計算」、日本銀行「金融経済月報」より筆者作成
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